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ここから始まりここに還る  三浦市A邸
海は冒険に誘う父であり、生命を育む母でもある。海に感じる懐かしさは、人が
本能的に感じる安らぎではないだろうか。どこまでも行けるという開放感、世界のどこ
かにつながっているという安心感、海はロマンティックだ。長年の夢であった海のそば
の家。海のロマンを愛する人にふさわしい家とはどんなものか。人生の旅、いつも
温かく迎えてくれる帰るべき場所、そう、家は港、ドックのイメージではないだろうか。
車庫から玄関までに大きく空間を設け、海を見せる。家に帰り着いたときのほっと
するあの感じを、波のゆらぎが演出してくれる。すべてはここから始まり、ここに還る。
それを象徴し、集約するのが“海と我が家”のこの景色なのだ。
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